


特 徴

引張⼒のある EPM ネット ( ⾦網 ) が法⾯全体を抑え込むことで、
斜⾯侵⾷防⽌及び EPM マットの種⼦流出防⽌効果があります。

部材が軽量であり⼈⼒施⼯が可能な為、⾼所や⼭岳地などの狭い現場
でも施⼯できます。材料の交換が可能である為、維持管理が容易です。

EPMマットは帯状構造であるため、漂流⽔の流速を抑制します。

⼤きな機械を使⽤せず、⼩スペースで施⼯が可能である為、
⼯期短縮、コスト削減を実現します。

※�ナットの締め付けによる圧縮された⽀圧バネの反発⼒効果
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施工手順

法⾯清掃⼯、
マーキング
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さらに「アーチブロック」を組み合わせることで、
獣害対策も可能となります。





網⽬：50×50

ＥＰＭネット -1 型 ＥＰＭネット -2 型
【�材質：JISG3505�】 【�材質：JISG3505�】

菱形⾦網（亜鉛アルミ合⾦メッキ）重量 1.8kg/m2 菱形⾦網（PE 被覆型）重量 1.2kg/m2

アンカー SD345；HDZ55

材料規格

ＥＰＭネット

ＥＰＭマット
【�侵⾷防⽌マット（種⼦肥料袋⼊り）】

【�重量：1巻�25kg 未満】

ＤＫナット D19（亜鉛メッキ）：HDZ55

呼び名 Ｐ（mm） Ａ（mm）
D19 8.0 21.6

幅Ａ（mm） ⾼さＢ（mm）
47 48

突起付プレート（亜鉛メッキ）：HDZ55
幅Ａ（mm） ⾼さ（mm）
φ124 30

⽀圧バネ（ＳＵＳ材）
幅Ａ（mm） ⾼さ（mm）
φ100 50

素線径mm
φ2.6 590

引張強度（N/mm2）
φ2.0 φ2.6 590

素線径mm 被覆線径mm 引張強度（N/mm2）

Ａ

網⽬



構造図
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設計手順

許容付着⼒τba 1.6 1.7 1.8

注⼊材の設計基準強度 24 27 30

斜⾯侵⾷防⽌�表層⼟砂流出抑制対策⼯法 (EPM) は、層厚 1.0�m 程度までの地⼭の侵⾷を防⽌する⼯法です。
設計計算はのり中間に発⽣する円弧すべりを想定し、⾦網および補強材の安全性を検討します。

⾦網に直⾓に作⽤する荷重
Pr を算出。

■�すべり荷重の算定

⾦網の 1m幅当たりの引張り⼒ P0 を算出
⾦網は 12 本の素線の引張り⼒が有効に作⽤するものとして考える
P0>Pr となるよう素線径の選定、引張材の設置間隔を決定

⾦網は以下の 2種類を使⽤する

1. 被覆線 ( 芯材 2.0)　ds＝2.6�mm
2. アルミ合⾦芯材��　ds＝2.6�mm

■�⾦網の検討

不動地⼭の摩擦から決まる荷重、注⼊材の付着から
決まる荷重のうち⼩さい値を採⽤し、アンカー 1m
幅あたりに期待できる荷重 Tr を算出

Tr>Pr となるよう不動地⼭への挿⼊⻑、削孔径を決定

■�アンカーの検討

(�N/ ㎟ )

地盤の種類 極限周⾯摩擦抵抗
τ（�Ｎ/ ㎟�）

岩　盤

10 0.08
20 0.14
30 0.20
40 0.28
50 0.36
10 0.08
20 0.14
30 0.18
40 0.23
50 0.24

0.8×C
C：粘着⼒

硬岩 1.20
軟岩 0.80
⾵化岩 0.48
⼟丹 0.48

砂　礫

砂

粘性⼟

β=
180−α
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ds




